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1.  平成24年12月期第2四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第2四半期 179,791 8.5 2,722 97.9 3,978 58.0 1,774 102.6
23年12月期第2四半期 165,638 △1.7 1,376 ― 2,517 ― 876 ―

（注）包括利益 24年12月期第2四半期 5,073百万円 （637.3％） 23年12月期第2四半期 688百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第2四半期 42.02 42.01
23年12月期第2四半期 20.77 20.76

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第2四半期 189,489 101,498 53.0
23年12月期 184,188 96,800 52.0
（参考） 自己資本   24年12月期第2四半期  100,508百万円 23年12月期  95,834百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成23年12月期の年間配当金の合計は、平成23年10月31日を臨時の基準日とする剰余金の特別配当額（１株当たり89円）を含めた金額であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 10.00 ― 10.00 109.00
24年12月期 ― 10.00
24年12月期（予想） ― 15.00 25.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 351,000 1.1 4,370 13.4 6,120 8.8 3,000 30.8 71.01



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、従業員持株ＥＳＯＰ信託制度を導入しており、当該信託にかかる従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式については、四半期連結財務
諸表において自己株式として計上しております。そのため、上記の期末自己株式数には従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式の数が含まれてお
り、その株式数は、24年12月期２Ｑが327,900株、23年12月期が367,900株であります。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料で記述されている業績予想ならびに将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれて
おります。そのため、さまざまな要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。 
業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信【添付資料】４ページ「１．当四半期決算に関する
定性的情報 (3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期2Q 42,655,400 株 23年12月期 45,155,400 株
② 期末自己株式数 24年12月期2Q 402,661 株 23年12月期 2,941,598 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期2Q 42,238,475 株 23年12月期2Q 42,175,165 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年６月30日まで）の我が国経済は、復

興需要や自動車に対する需要刺激策を背景に緩やかな回復基調にありました。しかし中盤に入り、

欧州政府債務危機の再燃や新興国の景気減速感などの影響を受け、輸出や生産にやや足踏みが見ら

れました。その後も欧州債務問題への懸念は払拭できない状況が続いているものの、復興需要や個

人消費の増加により、景気は持ち直しつつあると思われます。なお、今後につきましては、海外経

済の減速、円高、国内における電力不足、政策効果の剥落による個人消費の減速など不安材料も多

く、先行き不透明な状況は続くものと思われます。 

このような環境の下、当社グループは生活者のメディア接触行動や購買行動、それに伴う広告主

のニーズの変化を捉え、マスメディア、インターネットやモバイルといったマス・パーソナル・メ

ディア、インストア・メディアを含むＯＯＨメディアなど、生活者の購買接点周辺のメディアを組

み合せ、広告主のコミュニケーション投資が最大の効果を生む広告投資効果（ＲＯＩ）を重視した

コミュニケーション・プログラムを提供するとともに、成長する新興国・中国市場やコンテンツ事

業においても積極的なビジネスを展開し、売上・利益とも前年同期を大きく上回りました。 

 

当第２四半期連結累計期間の経営成績は以下のとおりであります。 

売上高は1,797億９千１百万円（前年同期比8.5％増）、売上総利益は243億３千６百万円（前年

同期比10.1％増）、営業利益は27億２千２百万円（前年同期比97.9％増）でありました。これに受

取配当金８億９千万円などを計上し、経常利益は39億７千８百万円（前年同期比58.0％増）であり

ました。税金等調整前四半期純利益は28億６千６百万円（前年同期比51.4％増）、四半期純利益は

17億７千４百万円（前年同期比102.6％増）でありました。 

 

当第２四半期連結累計期間の報告セグメント別の業績の詳細は、以下のとおりであります。 

（広告業） 

広告業における外部顧客への売上高は1,767億８千９百万円（前年同期比8.6％増）、セグメン

ト利益は29億４千８百万円（前年同期比72.3％増）でありました。 

売上については、当社単体、国内子会社、海外子会社ともに増収したことにより、総体として

前年実績を上回りました。利益面につきましても同様に、当社単体、国内子会社、海外子会社と

もに増益し、セグメント利益は前年実績を大きく上回りました。 
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なお、グループの中核である当社単体の業績、業種別・区分別売上は以下のとおりであります。 

売上高は1,566億６千万円（前年同期比7.6％増）、売上総利益は175億６千８百万円（前年同

期比5.7％増）、営業利益は18億３千１百万円（前年同期比96.9％増）でありました。増収に加

え収益性向上への注力、また人件費が前年から減少したことにより、売上、売上総利益、営業利

益ともに前年同期を上回りました。 

業種別売上では飲料・嗜好品、化粧品・トイレタリー、趣味・スポーツ用品、流通・小売業な

どの業種の広告主からの出稿が増加しましたが、情報・通信、薬品・医療用品、自動車関連品、

金融・保険などの業種の広告主からの出稿が減少しました。 

区分別売上では雑誌広告、新聞広告、テレビ広告、マーケティング・プロモーション、ＯＯＨ

メディア広告、デジタルメディア広告などで前年同期に比べ増収でありましたが、ラジオ広告、

制作区分などで前年同期に比べ減収でありました。 

 

当社単体の区分別の売上高、その構成比と前年同期増減率は以下のとおりであります。 

区分別売上（注） 
当期売上高 
（百万円） 

構成比 
（％） 

前年同期比 
（％） 

 雑誌広告 6,912 4.4 6.3

 新聞広告 9,941 6.3 5.7

 テレビ広告 74,841 47.8 5.5

 ラジオ広告 1,495 1.0 △4.7

 デジタルメディア広告 4,951 3.2 24.7

メ 
デ 
ィ 
ア 

 ＯＯＨメディア広告 5,042 3.2 20.7

小  計 103,183 65.9 6.9

 マーケティング・プロモーション 29,126 18.6 23.6
メ 
デ 
ィ 
ア 
以 
外 

 制作その他 24,349 15.5 △4.4

小  計 53,476 34.1 9.0

合  計 156,660 100.0 7.6

(注) １  広告市場の成熟化やメディア環境の多角化に伴い、当社は広告主にクロス・コミュニケーショ

ン・プログラムを提供しており、媒体別の売上を厳密に分別することが困難な場合があります。

従って、上記の区分別売上は厳密に媒体別の売上を反映していないことがあります。 

２  テレビには、タイム、スポット、コンテンツが含まれます。 

３  デジタルメディアには、インターネット、モバイル関連メディアが含まれます。 

（ＷＥＢサイト制作・システム開発などデジタルソリューションは「マーケティング・プロモ

ーション」に含まれます） 

４  ＯＯＨ（アウト・オブ・ホーム）メディアには、交通広告、屋外広告、折込広告などが含まれ

ます。 

５  マーケティング・プロモーションには、マーケティング、コミュニケーション・プランニング、

プロモーション、イベント、ＰＲ、博覧会事業、デジタルソリューションなどが含まれます。 
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（その他の事業） 

その他の事業である雑誌・書籍の出版・販売部門における外部顧客への売上高は30億１百万円

（前年同期比2.8％増）、セグメント損失は２億３千２百万円（前年同期は３億３千７百万円の

損失）でありました。 

出版市場全体の縮小に伴い収益確保が困難である環境下、雑誌の返本増加などにより総利益率

が改善せず営業損失でありました。 

 

（海外売上高） 

当社グループの海外売上高は、すべて広告業のものであり、当第２四半期連結累計期間の売上

高の7.9％（前年同期は7.5％）でありました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

前連結会計年度末（平成23年12月31日）と比較した当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以

下のとおりです。 

資産合計は時価の上昇による投資有価証券の増加などにより、前連結会計年度末に比べ53億１百

万円多い、1,894億８千９百万円でありました。負債合計は前述の投資有価証券の時価上昇に起因

する繰延税金負債の増加などにより、前連結会計年度末に比べ６億２百万円多い、879億９千万円

でありました。純資産合計は1,014億９千８百万円、純資産比率は53.6％でありました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期累計期間の業績につきましては、年初来の内需を中心とした景気回復基調と各企業の

業績回復を背景に、マーケティング・プロモーション案件などの受注増により、前年同期を大きく

上回る結果となりました。 

一方、年度後半における政策効果の反動などの景気変動リスクや各企業の先行きに関する慎重な

業況判断もあり、第３・第４四半期においては売上高の伸長が見通しにくい状況となっております。

しかしながら、引き続き、案件別収益管理の徹底や売上原価に関する購買管理施策の実行などを通

じて収益性を向上させ、利益を確保してまいります。 

このような見通しから、通期連結業績予想につきましては、売上高においては前期を上回るもの

の前回予想に対して微減、営業利益、経常利益においては、前期および前回予想に対して増加、純

利益においては、構造改革のコストとしての特別損失の計上があり、前回予想と同額と見込んでお

ります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

税金費用の計算にあたっては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

(4) 追加情報 

・「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）および「会

計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成

21年12月４日）を適用しております。 
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,641 24,797

受取手形及び売掛金 88,955 85,442

有価証券 6,334 8,912

たな卸資産 6,840 7,135

その他 2,752 3,546

貸倒引当金 △310 △283

流動資産合計 127,213 129,551

固定資産   

有形固定資産 4,311 4,136

無形固定資産 2,437 2,247

投資その他の資産   

投資有価証券 42,133 45,600

その他 10,035 9,686

貸倒引当金 △1,943 △1,733

投資その他の資産合計 50,225 53,554

固定資産合計 56,974 59,938

資産合計 184,188 189,489
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 71,382 71,873

短期借入金 94 56

1年内返済予定の長期借入金 272 275

未払法人税等 740 1,112

引当金 1,375 891

その他 8,243 7,077

流動負債合計 82,110 81,287

固定負債   

長期借入金 483 347

引当金 1,807 1,800

その他 2,986 4,555

固定負債合計 5,277 6,703

負債合計 87,388 87,990

純資産の部   

株主資本   

資本金 37,581 37,581

資本剰余金 20,023 13,244

利益剰余金 43,557 44,878

自己株式 △7,632 △785

株主資本合計 93,530 94,919

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,063 7,242

繰延ヘッジ損益 △76 △40

為替換算調整勘定 △1,681 △1,613

その他の包括利益累計額合計 2,304 5,588

新株予約権 － 0

少数株主持分 965 989

純資産合計 96,800 101,498

負債純資産合計 184,188 189,489
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 165,638 179,791

売上原価 143,536 155,454

売上総利益 22,101 24,336

販売費及び一般管理費   

給料及び手当 10,535 11,432

賞与引当金繰入額 1,122 356

役員退職慰労引当金繰入額 36 24

貸倒引当金繰入額 16 7

その他 9,013 9,792

販売費及び一般管理費合計 20,725 21,613

営業利益 1,376 2,722

営業外収益   

受取配当金 736 890

持分法による投資利益 137 1

その他 365 530

営業外収益合計 1,239 1,422

営業外費用   

支払利息 13 10

貸倒引当金繰入額 － 49

為替差損 18 50

その他 66 55

営業外費用合計 97 167

経常利益 2,517 3,978

特別利益   

投資有価証券売却益 589 117

その他 149 3

特別利益合計 739 120

特別損失   

投資有価証券売却損 － 206

投資有価証券評価損 817 29

特別退職金 7 818

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 244 －

その他 294 177

特別損失合計 1,363 1,232

税金等調整前四半期純利益 1,893 2,866

法人税等 1,036 1,081

少数株主損益調整前四半期純利益 857 1,784

少数株主利益又は少数株主損失（△） △18 10

四半期純利益 876 1,774
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 857 1,784

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △297 3,180

繰延ヘッジ損益 14 35

為替換算調整勘定 113 72

その他の包括利益合計 △169 3,288

四半期包括利益 688 5,073

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 714 5,058

少数株主に係る四半期包括利益 △25 15
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

広告業 その他の事業 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 162,717 2,921 165,638 － 165,638 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 24 24 △24 － 

計 162,717 2,946 165,663 △24 165,638 

セグメント利益又は損失(△) 1,711 △337 1,373 2 1,376 

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額の主な内容は、セグメント間取引の消去および未実現利益の控除によ

るものであります。 

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

広告業 その他の事業 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 176,789 3,001 179,791 － 179,791 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

－ 9 9 △9 － 

計 176,789 3,011 179,801 △9 179,791 

セグメント利益又は損失(△) 2,948 △232 2,715 7 2,722 

(注) １  セグメント利益又は損失の調整額の主な内容は、セグメント間取引の消去および未実現利益の控除によ

るものであります。 

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間において、自己株式の消却により、資本剰余金と自己株式がそれぞれ

6,778百万円減少しております。なお、当第２四半期連結会計期間末における資本剰余金の残高は

13,244百万円、自己株式の残高は785百万円であります。 

 

(6) 重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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